
 【教育学部 ディプロマポリシー】（卒業の認定に関する方針） 

共栄大学教育学部は、大学の目的及びこれを具体化した教育理念に基づき、豊かな教養・市民

性の涵養と、教師・社会人としての「生きる力」（実践力・教育力・人間力）の育成を目指してい

る。これに即し、124単位以上の単位取得及び学則に定める履修条件を満たしたうえで、以下のよ

うな力を身につけた学生に学位を授与する。 

1．豊かな教養と市民性を有し、広い視野と柔軟な思考のもとに誠実な態度で事に当たること。 

2．教育への情熱と学び続ける向上心があり、教育的な活動・実践に取り組む力があること。 

3．他と協働しつつ地域社会の一員として適切に行動すること。 

4．教育への使命感・倫理観のもとに、専門的知識を適切に活用する力があること。 

 

【国際経営学部 ディプロマポリシー】（卒業の認定に関する方針） 

本学部は、建学の精神及びこれを具体化した教育理念に基づき、経営学を基礎として知・徳・体

が調和した全人的な人間を育成することを目指している。したがって、124単位以上の単位取得お

よび共栄大学学則に定める履修条件を満たした上で、以下の能力を身につけた学生に学位を授

与する。 

 

1．幅広い見識を持ち、多様性を理解し、課題発見・解決するために考え抜くことができるとともにさ

まざまな人とのコミュニケーションを通して自分の考えを的確に表現できること。 

2．経営に関する知識や態度をもってすべてのことに誠実にあたることができること。 

3．文化的背景を異にする人々と協働し、国際社会の中において活躍できること。 
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【教育学部 カリキュラムポリシー】（教育課程の編成及び実施に関する方針） 

共栄大学教育学部は、ディプロマポリシーに掲げる人材を育成するために、「教養科目」「専門科目」から成るカリキ

ュラムを設置し、次の方針に基づき、体系的な教育課程を編成及び実施する。 

 

1．「教養科目」を学修することによって、豊かな教養と市民性を涵養し、柔軟な思考と誠実な態度を修得するとともに、     

社会で生きるための基礎的な力を身につける。 

 

2．「専門基礎科目」を学修することによって、初年次教育やキャリア教育をとおして社会の多様性を理解するとともに、 

課題を発見し解決する力を身につける。また、子どもの心身の成長を支える専門的知識を修得するとともに、他と協

働する力を身につける。 

 

3．「専門発展科目」を学修することによって、教育への情熱と学びへの向上心を修得するとともに、教育的な活動・実 

践に取り組む力を身につける。 

 

4．実施方法については、学習効果を高めるため、演習ゼミナールを基幹とする少人数教育を設けるとともに、アクティ

ブラーニングなど学生の自立的な学修を支援する手法を活用した授業を展開する。また、ディプロマポリシーのうちどの

能力が養えるのかについて科目ごとにシラバスに明記する。 

5．評価方法については、すべての授業科目のシラバスに、評価方法を具体的に明記する。 

 

【国際経営学部 カリキュラムポリシー】（教育課程の編成及び実施に関する方針） 

 本学部は、卒業の認定に関する方針に掲げる能力を備えた人材を育成するために、諸分野にわたる教養と自己開

発能力の養成を目指す「基礎資質開発科目」及び実践的専門能力の養成を目指す「専門能力養成科目」の２つ

の科目群を設け、それらの科目については、次の方針に基づき体系的な教育課程を編成及び実施する。 

 

１．初年次教育を実施するとともに教養教育、語学・コミュニケーション、キャリア教育等をとおして、幅広い見識や多 

様性を理解し、課題発見・解決する能力を身につける。また、文化的背景を異にする人々とコミュニケーションし、自

分の考えを表現できる能力を身につける。 

２．経営学を中心とした専門能力に関する基礎的な学修をした上で、応用的な専門能力を身につける。 

３．上記のようなカリキュラムの有効性を高めるため、課題解決型授業やフィールドワークなどの現場を体験できる授業

を展開し（現場主義）、国際社会で求められる実践的な能力を身につける。 

 

４．実施方法については、学習効果を高めるため、ゼミナールをはじめとする少人数教育を推進するとともに、アクティ

ブラーニングをはじめとする学生の自立的な学修を支援する手法を活用した授業を展開する。また、卒業の認定に

関する方針のうちどの能力が養えるのかについて科目ごとにシラバスに明記する。 

５．評価方法については、すべての授業科目のシラバスに、評価方法を具体的に明記する。 



 【教育学部 アドミッションポリシー】（入学者受入れの方針） 

<養成したい人物像＞ 

豊かな教養・市民性の涵養と、教師・社会人としての「生きる力」（実践力・教育力・人間力）を

兼ね備えた教育者等の人材を養成する。 

1. 教育分野において社会に貢献したいという高い志と情熱をもつ人 

2. 教育学を自ら学ぼうとする意欲のある人 

3. 子どもとふれあうことはもちろん、保護者や地域の人々と協働することに意欲の

ある人 

4. 誠実な態度で他と接することができる人 

【国際経営学部 アドミッションポリシー】（入学者受入れの方針） 

<養成したい人物像＞ 

国際社会で活躍できる、経営感覚及び広い視野柔軟な思考をもち、自分の考えを表現できる「社

会学力」を兼ね備えた人材を養成する。 

1. 将来国内外において社会に貢献したいという高い志と情熱をもつ人 

2. 経営学を自ら学ぼうとする意欲をもつ人 

3. 誠実な態度で他と接することができる人 

 


